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第 1 章では、研究の目的と意義を述べる。第 2 章で日韓両言語の音韻体系について子音を中心に概括的な説明を行
い、これに関する既存の研究成果については、第 3 章で概観する。第 4 章は、提起した課題に取り組むために立てた
実験の枠組みについて述べる。第 5 章から第 6 章では、日本語の破裂音と破擦音の音響的特性と知覚特性について、
有声性の観点から実験的検証を行い、その結果について記述した。第 5 章は、日本語破裂音の生成面が中心である。



























第 7 章では、 「ザ行音」と「ジャ行音」生成上の区別について、パラトグラフを用いて調音的特性を詳細に究明す
る。その結果、韓国語話者と日本語話者の聞には、 「ザ行音」調音の際に観察される「歯茎部」や「歯茎硬口蓋部」
の舌と口蓋の接触ノミターンに大きな相違があることを明らかにし、第 8 章では、まとめと今後の課題、展望を述べて
し、る。
論文審査の結果の要旨
本論文は、韓国語話者による日本語音声、とりわけ有声破裂音と無声破裂音、有声破擦音と無声破擦音の弁別・生
成という、いわば古典的ともいえる課題について、科学的光を当てることにより究明すべく果敢に取り組んだ研究の
成果である。これによって、従来の、ともすれば主観的聴覚印象による言及の域を出なかったテーマの解明に、新た
な地平を切り拓いたと言える。当該音声の知覚と生成双方の側面について、日本語話者と韓国語話者の資料を音響学
的に詳細に分析した上で、改めて両言語話者について聴取実験も行い、それぞれが弁別上、どのパラメータを優先さ
せているかについての相違点に加えて、これまであまり論議されることのなかった類似点についても丹念に追究し、
詳らかにした。当該の音声は、音声学上「瞬間音」に分類されるものであるが、そこに問題があるからといって、そ
の瞬間だけを観察していればよいというものではない。当該音声の発生する位置関係はもちろんのこと、破裂に先立
つ閉鎖区間長、更には、その閉鎖に先立つ母音の性質などの音環境にも大きく影響され、反応しているものであると
いうことを、日韓双方の資料を基に極めて詳細に解明したと言う点で、日本・韓国双方の斯界に多大な転換をもたら
す可能性の高い労作であると評価できる。その意味からも、本研究の持つ意義は大きい。
ただし、残された課題がないわけではない。生成実験の結果から得られた知見をより客観性の高いものにするため
には、被験者の数がより多いことが望ましい。また、知覚実験の際に提示する刺激音声の回数を増やすことにより、
被験者内の「ゆれ」を最小限にする努力が必要で、あった。また、実験の性格上、被験者数に限界があるという点から
考えれば、データの統計的検定に関しては、探索的手法の適用も考えられるが、だからといって、それらが本論文の
根本的価値を損なうというわけではない。従って、本論文は、申請者に博士(文学)の学位を授与するに相応しいも
のであると判断する。
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